
新潟医療福祉大学 栄養サポート部による         

『健美アスリート食』の提供について 

   開催日時：2023年 5月20（土）  夕食 18:00～ 

    場所：新潟医療福祉大学 学生寮（N-Village伍桃） 食堂 

    対象者：新潟医療福祉大学男子硬式野球部1～4年生 120名 

    調理担当：新潟医療福祉大学健康栄養学科 栄養サポート部在籍の学生と㈱日本フードリンク(受託給食会社) 

提供までの流れ 

新潟医療福祉大学健康栄養学科在籍の学生で構成された栄養サポート部。 在籍する部員が考えた「健美定食」と「ア

スリート定食」を、大学内の食堂で提供をしていたが、コロナが蔓延しオンライン授業が主となったため、大学には、学

生が入構する事すら禁じられ、大学内の食堂も閉鎖、提供中止が余儀なくされる。                                  

大学近隣に併設されている、学生寮(N-Village伍桃)は、コロナ禍でも閉鎖せず、帰省せず寮に残る学生が少なくな

かったため、食事提供を継続していたことから、こちらで提供を継続できないか打診を受け、寮生600人の内、寮に

在住の男子硬式野球部120名を対象に、『健美アスリート食』と名前を変えて、21年 10月より、提供を開始した。      

今現在、年に4回(5.7.10.11 月)実施している。 

担当する栄養サポート部は、1）献立作成  2)献立食材打ち合わせ 3)厨房調理打ち合わせ 4)当日調理、提供    

５）ヒアリング  を行い、受託給食会社はこの日は、サポートとして対応にあたっている。   

◆ 当日提供メニュー 写真 

 



◆ 事前告知POP 

 

◆ 当日調理･ヒアリング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



◆ 提供後ヒアリングまとめ 

 

◆ まとめ 

 この対応を開始して今年が3年目となります。 学生がコロナで学外実習に行けず、経験を積めていないせいか献立

作成や厨房対応の応用がうまく行かず色々苦悩しているのを見てきました。それでも、担当学生は苦楽を感じながら

前向きに取り組み、私共も生徒の意見を尊重しつつ、できる限りの対応要望に応えられる様に工面してきました。 対

応を始めてから数年が経過し、担当学生は、さらに上の要望に対応できる様皆で考えを練ったり、喫食者から頂いた

要望や意見を、次の献立作成に活かすように調整する様になっています。 また今期より、担当学生が直接喫食者へヒ

アリングを行う取り組みを始めました。 初めてのヒアリングに苦戦している姿が見えましたが、その分より強く学びを

得たと感じました。                                                                              

この活動通じて、喫食者の満足度を向上のために、提案力・行動力の重要性を感じています。 思っていても、考えあっ

ても行動に移せていない事がないよう、日々前進していけるように努めていきたいです。 

 

作成：勤労者支援事業部 渡辺絵里子 


